
AIと新たな図書館サービスのインターフェース

令和4年度東北地区大学図書館協議会合同研修会

吉本龍司（カーリル）

2023/8/2



今日の構成

• 自己紹介

• 日常の変化

• APIによる拡張

• 蔵書検索サポーターの実装

• できそうなこと

• 新しい図書館のインターフェース



プロフィール
吉本龍司（よしもとりゅうじ）

株式会社カーリル 代表取締役

社長、あるいは、フリーのエンジニア



技術の社会実装

図書館をもっと楽しく。







•ウェブ翻訳（Deep-L）

•プログラミングの補助者（GitHub Copilot）

•文章作成（Notion AI）

• 議事録要約

• 箇条書きからプレスリリース原稿を草案を作る

• 文章校正

•契約書チェック（ChatGPT）

AIによる日常の変化



漢字は覚えないと決意→IME（変換）がある！

そもそも小学生のころ…

提出物もだいたいプリンター

テストは全部ひらがな



•よくわからないことを検索したい（レファレンス）

• どう検索していいかわからない

• 対話から関連する情報を引き出す→Googleへ

•苦手なことを補完できる = アクセシブル・インクルーシブ

AIによる日常の変化



ChatGPTを活用した実証実験を始めたきっかけ





• How is ChatGPT going to affect librarianship?

• 常連客の少なくとも半数はコンピューターを怖がっています。したがって、レファレン

ス図書館員は当面は安全だと思います。

• ChatGPT が Google の検索エンジンのように主流になったら、その影響は Google の世

界と同じになるのではないかと思います。

• The changing role of librarians - are you ready?

• ChatGPT のような新しい技術でデータベースを検索して引用を引き出すことができるよ

うになったとしても、将来的にはそれらが包括的になったり無料になったりするとは思

えません。図書館員だけでなく出版業界も、AI が真に革命的になることを妨げるでしょ

う。図書館員は引き続き、独自の図書館ごとにデータベースと電子リソースのパッケー

ジを購入する必要があります。そして、完全で正確な情報が確実に得られるように、

ギャップを埋める必要があります。

Reddit 海外図書館員コミュニティの議論から



配架場所を案内

図書館でつかってみる実験







出典 : https://www.libnet.pref.okayama.jp/shiryou/ndc/ndc70.htm



ぽいけど、ちがう？



覚え違いタイトルを推定



検索結果を評価する



APIで拡張してみよう









•あなたは図書館の蔵書検索サポーターです。ユーザーから与え
られたキーワードをもとに、検索している意図を想定して適切
な蔵書検索キーワードの候補を考えて、キーワードは必ず[]で
囲った上で、キーワードが難しい漢字の場合、一般的にひらが
なでも通用するなら、ひらがなにして、次のフォーマットで応
答してください。"○○について検索していますか。[キーワー
ド]や[キーワード]で検索すると見つかるかもしれません。”
そのあと、質問に簡潔に答えてください。

APIのプロンプト



OPACで検索する



• 10件程度並行処理

•検索結果があるキーワードのみを応答に含める

•事前学習なしで図書館の蔵書にあわせた応答になる

ChatGPTの応答を蔵書検索サービスに照会





実際にはプログラムから呼んでいますが、基本的には同じ。



実際にはプログラムから呼んでいますが、基本的には同じ。



APIを使うと、知識は拡張できる
あるいは、正しい知識を注入できる
並列で大量にリクエストして、その結果を集約したりもできる。



例えば蔵書検索でサポートできそうなこと

•関連キーワードのサジェスト

•上位概念や下位概念の整理

•類似書誌のグループ化、絞り込みの支援

•データベースなど他の情報源への誘導

•これまで個別に開発されてきた様々な要素が汎用的に実現

•高校生でも読めそうな本。とか聞きたいけど…



• あくまでOpenAIの技術戦略

• 知識情報源をつなぐ仕組み
• ChatGPTはアプリケーション例



•知識情報源ではない

（正確な情報は、検索したほうが速い）

•自然言語⇔構造化データの変換が簡単になった

•違う構造のデータをつないだり、加工したりできる

•図書館メタデータとの相性はよさそう

 情報をつなぐことで効率的にデータ処理できる

ChatGPTで遊んでみて





• 20万冊の書影データをベクトル化

•クエリ文字をベクトル化して、距離計算

•書誌情報は一切与えない

書影をベクトル化・類似検索





さいごに



•図書館とAIをつなぐ

• AIと図書館をつなぐ

新しい図書館のインターフェース



ユーザーの図書館への要求の変化

図書館をどうつないでいくか



図書館のしごと

目指すべき未来を共有する

“図書館がやります”と宣言できるか、できないか。



•知識情報源としての図書館、

あるいはAI学習ソースの公平性・民主化

•データレイクの費用負担（いまはネット情報が学習源だが…）

• 情報の信頼性維持

•社会的コンフリクト

• 著作権に関する問題はあるのか

• プライバシーはどうなのか

Chat-GPTと大学図書館
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